
 

 

 

 

平成３０年１月２９日 

各  位 

大同生命保険株式会社 
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Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：工藤 稔、以下「当社」）は、平成３０年

１月２９日より、先進医療給付金の「医療機関あて直接支払サービス」を開始いたします。 

公的な医療保険制度の適用とならない先進医療のなかで、治療費が高額となる陽子線治療、重

粒子線治療を受療されたお客さまは、保険会社からの給付金お支払が医療機関への支払期日に間

に合わない場合があり、高額な治療費を一時的にご負担いただく必要がありました。 

この「医療機関あて直接支払サービス」の導入により、お客さまの一時的な高額な治療費のご

負担を軽減し、先進医療の重粒子線治療および陽子線治療を実施している国内の医療機関（平成

３０年１月２９日現在１７医療機関）で、安心して受療いただけるようになります。 

当社は、今後ともお客さまにわかりやすく利便性の高いサービスのご提供を通じて、「最高の

安心」と「最大の満足」をお届けできる会社を目指してまいります。 

【サービスの概要】 

通常のご請求の流れ  直接支払サービスによるご請求の流れ 
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〔お問合せ先〕広報課 TEL 03-3272-6206 



【取扱内容】 

・当社の「先進医療技術料給付特約」にご加入され、『別表』の医療機関にて「陽子線治療」

「重粒子線治療」を受療予定の場合、取扱が可能です。 

・ご利用に当たっては、一定の条件があります。必ず受療前に当社にご照会ください。 

・お客さまのご意向により「先進医療給付金」をお受け取りいただくことも選択できます。 

※当サービスを利用された場合において、先進医療の治療費以外の入院費や検査料などにつ

いては、お客さまから医療機関にお支払いいただく必要があります。 

・陽子線治療 重粒子線治療の詳細は、当社ホームページ『先進医療情報ガイド』

（http://www.senshin-daido-life.jp）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・厚生労働大臣が定める先進医療および施設基準は随時見直されるため、給付対象となる

先進医療や施設基準に適合する医療機関は、保険期間中に変更されることがあります。

以 上 

  

http://www.senshin-daido-life.jp


『別表』 

直接支払サービス対応の医療機関 

 

平成 30 年 1 月 29 日現在 

所在地 医療機関名称 陽子線 重粒子線

北海道札幌市 北海道大学病院陽子線治療センター ○  

北海道札幌市 禎心会札幌禎心会病院 ○  

福島県郡山市 南東北がん陽子線治療センター ○  

群馬県前橋市 群馬大学重粒子線医学研究センター  ○ 

茨城県つくば市 筑波大学附属病院陽子線医学利用研究センター ○  

千葉県柏市 国立がん研究センター東病院 ○  

千葉県千葉市 放射線医学総合研究所病院  ○ 

神奈川県横浜市 神奈川県立がんセンター  ○ 

福井県福井市 福井県立病院陽子線がん治療センター ○  

静岡県駿東郡 静岡県立静岡がんセンター ○  

長野県松本市 相澤病院陽子線治療センター ○  

愛知県名古屋市 名古屋市立西部医療センター陽子線治療センター ○  

大阪府大阪市 医療法人伯鳳会 大阪陽子線クリニック ○  

兵庫県たつの市 兵庫県立粒子線医療センター ○ ○ 

岡山県津山市 
岡山大学・津山中央病院共同運用 

がん陽子線治療センター 
○  

佐賀県鳥栖市 九州国際重粒子線がん治療センター  ○ 

鹿児島県指宿市 メディポリス国際陽子線治療センター ○  

 


